
東京外国語大学アクション・プラン2007

「世界知の輝ける殿堂」を築くために 

Ⅰ　拠点大学化 
1.　世界諸地域の言語・文化・社会に関する高等教育の拠点 

2.　世界諸地域の言語・文化・社会に関する学際的かつ先端的な研究拠点 

3.　日本語教育研究の世界的な拠点 

 
Ⅱ　国内外の大学間連携等による教育研究の高度化推進 
 
Ⅲ　国内外における社会連携の展開 
 
Ⅳ　豊かな学生生活の実現 
 
Ⅴ　拠点大学としての基盤整備 

グランド・デザイン 

東京外国語大学 

　グローバル化時代、少子高齢化時代にあって、本学がみずから掲げるグランド・

デザインを実現し、「世界知の輝ける殿堂」としてその存在感を高めるため、

2007年～2010年度に向けて、以下のようなアクション・プランを策定いたしま

した。安定した教育・研究環境の維持と、教職員相互の信頼感の醸成に努めつつ、

その実現をめざします。なお、本プランの基本構想をご理解いただくため、現在、

ホームページ上に掲載されている学長就任の辞、アクション・プラン2007公表

資料、説明文等もあわせてお読みいただけたら幸いです。 

2007年11月19日 
学長　 亀 山　郁 夫 

趣　　旨 

東京外国語大学は、地球社会化時代の未来を拓く 
教育研究の拠点大学をめざします。 



国立大学法人 東京外国語大学 
〒183-8534  東京都府中市朝日町3-11-1

＊本リーフレットで使われている色は、 
本学のシンボルカラーです。 

Ⅰ　世界的教育・研究拠点としての体制 
　　の確立 

大学院の重点化 

　・「学術研究院」の設置への着手　 

　・博士後期課程の複数専攻化 

研究力の強化 

　・ITPによる若手研究者の研究能力高度化 

日本語教育研究の基盤整備 

　・国際日本語研究所（仮称）の設置 

Ⅶ　拠点大学としての基盤強化 

アラムナイ事業の展開 

　・卒業生ネットワーク等の構築 

業務運営体制の整備 

　・事務職員の能力開発機会の充実 

　・プロジェクト支援体制の充実 

サバティカル制度の確立 

財政基盤の強化 

　・競争的資金による外部資金の獲得 

　・東京外国語大学基金事業の推進 

Ⅱ　地球社会化時代にふさわしい人材 
　　養成のための学部教育の整備 

教育体制・入試方法等の見直し 

　・入試科目の見直し（日本史の導入） 

　　とAO入試導入の検討 

　・学部教育体制・カリキュラムの見直し 

教育の国際化に向けた基盤整備 

　・英語による教育のさらなる強化 

　・10月入学の一部導入 

国際教育支援基金事業の推進 

Ⅲ　国際連携による教育研究の高度化 
　　推進 

コンソーシアム形式による国際共同教育研究 

の推進 

　・CAAS等による連携事業の推進 

　・新たな連携先の開拓 

国際連携推進のための基盤整備 

　・外国人研究者等のためのゲスト・ルームの 

　　設置 

Ⅳ　国内外における社会連携および社会 
　　貢献の展開 

文化財等復興支援事業への協力 

　・アチェ文化財復興支援事業の推進 

　・アフガニスタン文字文化財復興支援事業の推進 

多言語・多文化教育研究の充実と社会貢献の推進 

Ⅴ　国内外におけるプレゼンスの向上 

教育研究成果の発信力強化 

　・出版会設立および出版助成 

　・オープンアカデミーの充実 

広報体制の強化 

　・広報アドバイザーの配置 

Ⅵ　豊かな学生生活のための環境整備 

「グローバル・キャンパス」にふさわしい 

スペースの確保 

　・多言語コミュニケーション・プラザ（仮称） 

　　の設置 

学生に関する各種サービスの充実 

　・学生に対する情報の提供とそのシステム化 

　・独自の奨学金制度の拡充 
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